
 

平成 26 年 11 月 12 日 

各 位       

会 社 名  日 本 基 礎 技 術 株 式 会 社 

代  表  者  名  取 締 役 社 長  中  原   巖  

（コ―ド番号   １９１４   東証  第 1 部） 

問合せ先 取締役執行役員 事務管理本部長  田中 邦彦 

(ＴＥＬ ０３‐５３６５‐２５００) 
 

特別損失の計上（個別）および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 27 年 3 月期第 2 四半期累計期間の個別決算において特別損失を計上するとともに、

平成 26 年 5 月 15 日に公表した平成 27 年 3 月期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、

お知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正 

平成 27 年 3 月期第 2四半期(累計)連結業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1日～平成 26 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期純利

益 

1 株当たり四

半期純利益

前回発表予想（Ａ） 
百万円

10,300

百万円

90

百万円

125

百万円 

75 

円 銭

2.63

今回修正予想（Ｂ） 9,800 △68 70 △20 △0.70

増減額（Ｂ―Ａ） △500 △158 △55 △95 ―

増減率（％） △4.9％ ― △44.0％ ― ―

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 26年 3月期第2四半期) 
8,771 △200 31 △57 △2.01

 

平成 27 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり当

期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

20,000

百万円

80

百万円

170

百万円 

110 

円 銭

3.85

今回修正予想（Ｂ） 20,000 80 170 1,210 42.35

増減額（Ｂ―Ａ） ― ― ― 1,100 ―

増減率（％） ― ― ― ― ―

(ご参考)前期実績 

(平成 26 年 3 月期) 
20,563 134 569 81 2.86

 

平成 27 年 3 月期第 2四半期(累計)個別業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1日～平成 26 年 9 月 30 日） 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり四半

期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

9,600

百万円

200

百万円 

130 

円 銭

4.55

今回修正予想（Ｂ） 8,890 233 △67 2.35

増減額（Ｂ―Ａ） △710 33 △197 ―

増減率（％） △7.4％ 16.5% － ―

(ご参考)前期第 2四半期実績 

(平成 26年 3月期第2四半期) 
8,175 258 169 5.94



 

平成 27 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 26 年 4 月 1日～平成 27 年 3 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり当期

純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

17,900

百万円

218

百万円 

140 

円 銭

4.90

今回修正予想（Ｂ） 17,900 218 1,000 35.00

増減額（Ｂ―Ａ） ― ― 860 ―

増減率（％） ― ― 614.3％ ―

(ご参考)前期実績 

(平成 26 年 3 月期) 
19,368 889 △80 △2.82

 

２．修正の理由 

（第 2四半期累計期間の個別業績予想） 

売上高については、一部工事の進捗の遅れや受注時期の遅れ等により予想を下回りました。

また、経常利益については、営業外収益での為替差益の発生等により予想を上回り、四半期純

利益については連結子会社に対する貸倒引当金 235 百万円を特別損失に計上したこと等により

予想を下回る見込みとなりました。なお、個別財務諸表上において特別損失として計上します

が、連結財務諸表上では全額消去されるため、連結業績への影響はありません。 

（第 2四半期累計期間の連結業績予想） 

売上高および営業利益並びに経常利益、四半期純利益については、個別の業績修正理由に加

え、連結子会社において売上高および営業利益並びに経常利益、四半期純利益が想定より下回

ったことにより予想を下回る見込みとなりました。 

（通期の個別業績予想） 

売上高および経常利益については、前回予想と変更はありません。当期純利益については、

大阪本社ビルおよび東京本社ビル売却にともなう固定資産売却益 1,089 百万円を特別利益に見

込んだことにより予想を上回る見込みとなりました。 

（通期の連結業績予想） 

売上高および営業利益、経常利益については、前回予想と変更はありません。当期純利益に

ついては個別業績予想理由により予想を上回る見込みとなりました。 

 

 

 ※上記の予想は、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

以 上 


